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理
　
事

味方商工会女性部
山際　彰子

①：サービス業
②：ビデオ鑑賞、犬とお散歩
③：商工会女性部とは、いろいろな職
種の皆様が一堂に会し、主張発表大
会とか講演会などで、いろいろな話
を聴くことができ、こんなに素晴ら
しい勉強の場はないと思います。パ
ワーを貰い、しっかり栄養にして持
ち帰り、地域の活性化に繋げたり、
魅力ある女性部の活動ができますよ
う努力したいと思います。ご指導の
程よろしくお願いいたします。

理
　
事

三島町商工会女性部
野㟢　光子

①：医薬品小売業
②：読書　推理小説（西村京太郎）、
クイズ・パズル

③：未熟なまま部長を受け３期10
年。部員減の問題を抱え４期目のス
タートに、県女性連理事の大役。地
元女性部のマンネリに活路を見い出
せればとの思いと、沢山の方々との
出会いを楽しみ、３年間務めさせて
いただきます。

理
　
事

入広瀬商工会女性部
浅井　洋子

①：民宿
②：ゴルフ
③：自然の豊かさを活かし、「季節を
味わう宿」を営んでいます。田舎料
理ですが、キノコや山菜を主にじゃ
がいもの「ヘソ煮」も好評です。人
との関わりが、私の元気の源なので
色々な面で勉強させていただきたい
と思っています。

理
　
事

津南町商工会女性部
籠田　淑子

①：小売業（衣料品・酒類）
②：ソフトバレーボールで汗を流し、
重松清の本を読んで涙を流すこと!!

③：「やってみようよ」の声がけと「楽
しくやろうよ」の心がけを大切にし
て、女性ならではの笑顔を忘れず、
女性ならではの連帯感で、業種・年
齢を超えて一緒に活動するのが、女
性部の良さですよね!!

理
　
事

柿崎商工会女性部
佐藤　恵子

①：建材業
②：読書＆パソコン＆最近は布ぞうり
作り

③：座右の銘は、「人の長所を見る」。
部員の個性を活かして、みんなが楽
しく活動できる、明るく元気な女性
部を目指します。新潟県は広いの
で、他の女性部の活動も見聞きした
いですね。よろしくお願いいたしま
す。

監
　
事

岩室商工会女性部
大岩　幸子

①：時計・メガネ・貴金属
②：下手なゴルフ、旅行
③：この度、役員改選にあたり、監事
を務めさせていただくことになりま
した大岩です。三年間よろしくお願
いいたします。何事にもチャレンジ
精神、それには健康第一。「自分に
は厳しく、人には優しく」をモットー
に、相手の身になって物事を考えら
れるように努めていきたいと思いま
す。多くの方々との出会いを大切に
し、意義あるものにしたいと思いま
す。今年は「天・地・人」。岩室温
泉に、ぜひ、お越しください。

理
　
事

栄商工会女性部
中村　貴子

①：法務専門サービス業
②：体力がある頃は「山歩き」をして
おりました。とりあえず、今は「森
林浴」といったところでしょうか…

③：本年４月より栄商工会女性部部長
に就任したばかりですが、たまたま
順番にまわってきた県女性連理事を
今回仰せつかることとなりました。
任期中においては、先輩諸氏の皆様
方のご指導を受けながら、県女性連
と各商工会女性部の活動にお役に立
てるよう精一杯務めさせて頂きたい
と存じます。よろしくお願いいたし
ます。

理
　
事

黒姫商工会女性部
猪俣　晴美

①：建築業
②：お菓子づくり、田んぼ
③：黒姫商工会は山間地にあり、部員
数も少ないのですが、まとまりよく
動けるように努力していきたいと思
います。皆さんとの橋渡しになれた
ら良いなと思っています。

理
　
事

湯沢町商工会女性部
野口美枝子

①：小売業
②：ガーデニング、旅行
③：商工会行事に出席し、各地区の人
達との交流を通じ、素晴しい活動を
知る事は、自己啓発になります。「前
向きに楽しく参加する」をモットー
に、商工会運営に貢献し、有意義に
任期を務めさせて頂きたいと思って
おります。

理
　
事

安塚商工会女性部
小山　明美

①：美容業
②：小物作り
③：女性部の部長を受け、その上、県
女性連の理事。最初はプレッシャー
を感じ、気が重かったのですが、逆
に良いチャンスを与えられたと思い
ます。たくさんの人との出会いや、
意見を地元に持ち帰り、よきパイプ
ラインになれるように努力します。

理
　
事

中郷商工会女性部
丸山栄美子

①：総合建設業
②：料理を作ること・野菜作り・スポー
ツ（スキー）

③：この度、県女性連の理事を３年間
務めさせていただくことになりまし
た。妙高山の麓、大自然の中で育ち
ました。そんな私ですが我がまちの
発展のため、沢山の方との出会いを
大切にし、何でも吸収しながら精一
杯頑張りたいと思っておりますので
よろしくお願いいたします。

監
　
事

関原地区商工会女性部
藤塚　正子

①：建築業
②：ネイチャーゲーム（指導員）
　　※ゲームを通して五感で自然を感

じ取るもの
③：この度、監事を仰せつかりました。
未熟な私ですが、頂いた役職で得た
体験や感動を活動へ繋げ、活力に満
ちた女性部にできたらと思っていま
す。よろしくお願いいたします。
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女
性
部
活
動
報
告

私
た
ち
の
活
動

山
北
商
工
会
女
性
部 

部
長

大
　
滝
　
ト
シ
子

二
和
地
区
商
工
会
女
性
部 

部
長

吉
　
田
　
綾
　
乃

　

山
北
の
女
性
部
は
、
四
月
の
第
一
日
曜
に
開
催
さ
れ
る
笹
川
流
れ
マ
ラ
ソ
ン

大
会
を
か
わ
き
り
に
、
一
年
間
の
行
事
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

地
元
で
採
れ
た
食
材
で
ラ
ン
ナ
ー
を
応
援
し
た
い
と
の
思
い
で
、
民
宿
の
お

母
さ
ん
た
ち
と
協
力
し
て
、「
ア
オ
サ
の
味
噌
汁
」
の
提
供
や
、
う
ど
ん
・
お

に
ぎ
り
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
選
手
の
「
ま
た
来
年
も
く
る
よ
、
美
味
し

か
っ
た
よ
」、
部
員
の
「
待
っ
て
ま
す
ね
、
気

を
付
け
て
」
の
掛
け
合
い
が
続
い
て
、
今
年

で
二
十
三
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
特
老
の
草
取
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
等
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
視
察
研
修
で
は
、
日
沿
道
の
陳
情

に
も
出
か
け
て
き
ま
し
た
。

　

と
も
か
く
何

事
も
部
員
同
士

の「
和
」が
第
一
。

　

健
康
で
仲
良

く
協
力
し
合
い
、

「
今
で
き
る
事

を
で
き
る
時

に
」、
地
域
の

活
性
化
・
部
員

増
強
を
目
指
し
、

今
後
も
活
動
し

て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

国
営
越
後
丘
陵
公
園
の
近
く
に
、
私
た
ち
「
フ
タ
ワ
地
区
商
工
会
」
は
あ
り

ま
す
。

　

大
型
店
出
店
や
部
員
の
高
齢
化
、
ま
た
二
度
の
地
震
に
よ
る
廃
業
等
で
部
員

数
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
各
活
動
の
出
席
率
は
他
に
優
る
と
も
劣
ら
ず
と

自
負
し
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
部
員
だ
け
で
継
続
で
き
な
く
な
っ
た
「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
や
、「
納

涼
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
大
会
」
は
地
域
に
引
き
継
が
れ
、
私
た
ち
も
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
二
十
年
も
続
け
て
い
る
活
動
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
青
年
部
と
共

催
の
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
と
、
も
う
一
つ
は
「
マ
ス
コ
ッ
ト
わ
ん
ち
ゃ
ん
作

り
」
で
す
。
こ
れ
は
、
交
通
安
全
の
お
祓
い
を
し

た
手
作
り
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
、
地
域
の
小
学
校
新

一
年
生
へ
届
け
る
活
動
で
す
。
マ
ス
コ
ッ
ト
は
新

一
年
生
の
健
や
か
な
成
長
と
無
事
故
へ
の
願
い
を

こ
め
て
毎
年
作
製
し
、
入
学
式
の
前
に
小
学
校
へ

届
け
て
い
ま
す
。
新
一
年
生
の
皆
さ
ん
に
は
と
て

も
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、
か
わ
い
い
手
紙
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
で

は
作
る
数
が
少
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
目
立
っ
た
活

動
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
た
め

に
な
る
活
動
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

下 越 地 区

中 越 地 区
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女
性
部
の
パ
ワ
ー
で

地
域
活
性
化
を
！

新
事
業
へ
の
取
り
組
み

大
島
商
工
会
女
性
部 

部
長

髙
　
橋
　
利
津
子

羽
茂
商
工
会
女
性
部 

部
長

長
　
尾
　
由
紀
子

　

大
島
区
は
上
越
の
東
の
玄
関
口
に
位
置
し
、
人
口
は
二
千
人
余
り
で
す
が
、

女
性
部
の
元
気
さ
と
大
自
然
の
豊
か
さ
は
ど
こ
に
も
負
け
な
い
と
自
負
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
、
第
三
十
回
と
い
う
節
目

の
通
常
総
会
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
の
長
き

に
渡
り
継
続
で
き
た
の
も
諸
先
輩
が
地
域
の

方
々
と
一
体
と
な
り
築
き
上
げ
た
賜
物
、
と

頭
の
下
が
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

私
た
ち
の
活
動
は
、
ほ
く
ほ
く
大
島
駅
周

辺
の
花
壇
の
植
栽
と
管
理
。チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
・

サ
ル
ビ
ア
・
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
等
が
春
か
ら

秋
ま
で
駅
の
利
用
者
、
道
行
く
人
々
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
国
道
二
五
三

号
線
沿
い
の
空
き
缶
拾
い
、
七
月
の
大
島
夏

祭
り
の
売
店
は
青
年
部
と
一
緒
に
実
施
。
夏

祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
、
網
引
き
大
会
に

も
、
高
齢
化
で
出
場
者
が
減
少
と
の
こ
と
を

聞
き
、
賑
わ
い
に
な
れ
ば
と
の
思
い
で
、
商

工
会
員
か
ら
出
場
す
る
こ
と
を
女
性
部
で
提

案
し
決
定
。
初
挑
戦
。
熱
く
燃
え
、
見
事
に

入
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
忘
年
会
、
絵
手

紙
・
料
理
・
健
康
づ
く
り
講
演
会
と
会
員
の

要
望
を
も
と
に
計
画
し
実
施
。
部
員
三
十
三

名
、「
地
域
の
元
気
は
商
工
会
女
性
部
が
担

い
手
」
そ
う
い
う
気
持
ち
で
協
力
し
合
い
、

地
域
に
寄
り
添
い
、
無
理
せ
ず
、
焦
ら
ず
、

歩
ん
で
行
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
達
の
住
む
羽
茂
は
特
産
の
お
け
さ
柿
が
有
名
で
、
最
近
で
は
ト
キ
の
住
む

ま
ち
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
の
ど
か
な
我
が
ま
ち
も
商

店
街
は
淋
し
い
状
況
で
す
。

　

女
性
部
活
動
も
財
政
が
厳
し
い
中
、
や
り
繰
り
し
て
従
来
通
り
の
活
動
を
計

画
し
既
に
幾
つ
か
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
後
は
自
分
達
の
手
で
活
動
資

金
を
得
る
と
共
に
、
環
境
問
題
に
少
し
で
も

役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
新
た
に
今

年
度
か
ら
『
古
紙
回
収
事
業
』
に
取
り
組
む

事
と
し
ま
し
た
。
内
容
と
し
て
は
月
一
回
、

回
収
場
の
準
備
・
分
別
の
管
理
・
業
者
回
収

の
後
始
末
、
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
回
収
日
前
か
ら
隅
の
方
に
置
い

て
い
た
り
、
出
せ
な
い
物
ま
で
混
入
し
て
い

た
り
と
出
し
方
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
面
が

あ
り
ま
し
た
。
女
性
部
で
話
し
合
っ
た
結
果
、

「
事
前
に
回
収
日
・
搬
入
時
間
・
分
類
を
分

り
や
す
く
示
し
た
手
作
り
の
張
り
紙
を
す
る

事
」
と
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
出
し
方
の
注

意
事
項
を
写
真
を
使
っ
て
周
知
し
て
い
き
た

い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
よ

り
多
く
の
人
に
正
し
く
利
用
し
て
も
ら
え
る

様
に
部
員
一
同
協
力
し
合
い
、
ト
キ
も
人
間

も
住
み
よ
い
ま
ち
に
な
る
事
を
願
っ
て
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
心
新
た
に
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

上 越 地 区

佐 渡 地 区
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性
部
長
等
研
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会
並
び
に

女
性
部
主
張
発
表
大
会
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六
月
三
日
（
水
）
新
潟
市
中
央
区
「
新
潟
東

映
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
、
一
六
〇
名
の
参
加
の

も
と
、
女
性
部
長
等
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

末
武
県
女
性
連
会
長
、
久
住
県
連
合
会
専
務

理
事
の
挨
拶
の
後
、
女
性
部
主
張
発
表
大
会
が

開
催
さ
れ
、
各
地
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
代
表
者

六
名
か
ら
主
張
発
表
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
四

名
の
審
査
委
員
に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

最
優
秀
賞
に
は
、
見
附
商
工
会
女
性
部
長
の

五
十
嵐
ト
シ
さ
ん
が
選
ば
れ
、
他
五
名
の
方
々

に
は
優
秀
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
最
優

秀
賞
受
賞
者
の
五
十
嵐
さ
ん
は
、
新
潟
県
代
表

と
し
て
七
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
「
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
大
会
」
に
出

場
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
張
発
表
大
会
終
了
後
、
独
立
行
政
法
人
中

小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
河
上
高
廣
企
画
部
長

を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
中
小
企
業
支
援
策
と

女
性
部
活
動
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
。
多
種
多
様
に
あ
る
支
援
制
度

を
有
効
に
活
用
す
る
方
法
な
ど
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

七
月
十
三
日
か
ら
十
四
日
の
二
日
間
、
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修
会
が
長
野

県
軽
井
沢
町
で
一
五
〇
〇
名
を
超
え
る
参
加
者

を
得
て
実
施
さ
れ
、
新
潟
県
か
ら
は
二
〇
二
名

の
皆
さ
ん
か
ら
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

木
曽
踊
り
保
存
会
に
よ
る
木
曽
踊
り
演
舞
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
始
ま
り
、

各
都
県
女
性
連
代
表
十
一
名
に
よ
る
主
張
発
表

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新

潟
県
代
表
の
見
附
商
工
会
女
性
部
長
の
五
十
嵐

さ
ん
は
、
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
伊
那
食
品
工
業
株
式
会
社
の
塚

越
寛
代
表
取
締
役
会
長
を
迎
え
て
、「
い
い
店
、

い
い
街
を
…
！
」
と
題
し
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
情
報
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、
末

武
全
女
性
連
会
長
を
は
じ
め
と
し
た
来
賓
挨
拶

の
後
、
各
都
県
女
性
連
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
や
参
加
者
同
士
の
情
報
交
換
が
積
極
的
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
軽
井
沢
「
白
糸
の
滝
」、
軽
井
沢

プ
リ
ン
ス
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
を
視
察
し
、

二
日
間
の
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

発表者及びテーマのご紹介（敬称略・発表順）

発表順 所　属
商工会 役　職 氏　名 主張発表テーマ

１ 赤　泊 部　長 葛野　洋子 女性部活動と地域振興･まちづくり
〜また行きたい「佐渡」をめざして〜

２ 味　方 部　長 山際　彰子 女性部活動に参加して
〜私の人生を変えた女性部活動〜

３ 能　生 副部長 岩崎芙紀子 女性部活動と地域振興･まちづくり
〜おかみさんコロッケで地域(まち)の幸せづくり〜

４ 見　附 部　長 五十嵐トシ 女性部活動に参加して
〜小さな取り組みから〜

５ 山　北 副部長 佐藤　武子 女性部活動に参加して
〜地域の元気は、かあちゃんで！〜

６ 入広瀬 部　員 浅井美代子 女性部活動と地域振興･まちづくり
〜女性部は地域の山の駅になりたい〜

平
成
21
年
度
　
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修
会

　商工会女性部主張発表大会に参加して
 見附商工会女性部　
 　　部長　五十嵐　ト　シ
　「女性部活動に参加して」のお題をいただいた新潟大会での主張発表。夫が春亡
くなり、私自身が大変な時ではありましたが、皆様の支えの中で、無事発表を終え
たばかりか、思いもかけず最優秀賞をいただきました。お蔭様で関東ブロック大会
でも発表の場が与えられ、夫の死をのり越えよく頑張ったという意味で、特別賞を
いただくことができ、感謝の言葉もありません。
　私が発表した事業は、先輩方が立ち上げ、今日まで継続してきたものばかりです。
事業に取り組んでこられた皆さんに感謝申し上げるとともに、今後も女性部員一人
一人の意見を活かしながら、時代に対応した活動を続けていきたいと思います。
　各地域において、様々な女性部事業が展開され、女性部の皆さんの活躍をお聞き
し、今後も女性部活動に取り組んでいく勇気をいただくことができました。皆さん
一緒にがんばりましょう。
　最後になりますが、応援してくださった皆様、本当にありがとうございました。
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